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研究成果の概要（和文）：　本研究は、エネルギー、環境、気候変動分野における米中協力を調査することで、
「大国間関係」の構築が国際制度構築に与える影響を明らかにすることを目的とした。「大国間関係」の進展が
いかに全体の国際制度構築に影響を及ぼすのかという問いに対して、「大国」である米国と中国との二国間協力
枠組の形成と現状に着目し説明を試みた。
　詳しい事例考察の対象として、エネルギー、環境、気候変動問題をめぐる諸制度の形成を取り上げ、米中協力
がどのように寄与してきたのかを明らかにした。本研究によって米中の戦略的協力の実態が明確になり、国際制
度の形成において「大国」が担う役割がこれまで以上に明らかになると期待できる。

研究成果の概要（英文）： The purpose of the project is to clarify the influence of great powers 
relations on the construction of international institutions by investigating the United States and 
China’s cooperation in the fields of energy, environment and climate change. In response to the 
question of how great powers relations affect the overall international institutional construction, 
the project focuses on the formation and current state of bilateral cooperative framework between 
the great powers, that is, the US and China. 
 As case study, the project takes up the formation of various systems concerning energy, the 
environment and climate change and clarifies how the two countries’ cooperation has so far 
contributed to the building of institutions such as international agreements and regimes. The 
project analyzes the Sino-U.S. strategic cooperation, and it can be expected that the role of great 
powers in the formation of international institutions becomes more critical and influential than 
ever.

研究分野：国際関係

キーワード： 米中関係　気候変動　環境　パリ協定　エネルギー　国際レジーム　グローバル・ガバナンス　カーボ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究課題の成果をまとめて、平成29年（2017年）に『重複レジームと気候変動交渉：米中対立から協調、そ
して「パリ協定」へ』（現代図書）を上梓した。また、数々のメディア及び会議にて、「米中関係と気候変動交
渉」について積極的に発信してきた。
　米国のトランプ前政権の施策によって、米中関係と気候変動への取組みが大きく後退していたが、2021年に始
まったバイデン新政権による環境問題への積極的な関与の下で、気候変動問題が再び国際政治の表舞台に躍り出
た。米中を含む各国は削減目標を競い、特に中国のグリーン技術の著しい発展が注目される。この研究を出発点
として、世界の環境技術、産業構造の地殻変動が見えてくる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
エネルギーや環境問題では長期的な対処の取り組みが必要であり、問題を解決に導くには、当
事者である「大国」間で国際制度の構築を主導し、対立する関係各国の利害を調整することが不
可欠である。しかし、米中のような「大国間関係」が担う役割については注目されていなかった。
深刻化する気候変動への対処においても、米中に関する先行研究は「協力」より「対立」に主眼
が置かれてきた。実際には、米中両国はエネルギーと環境問題での対立を避けようとしたととも
に、温室効果ガスの排出削減のみならず、異常気象対策の推進、クリーン・エネルギー技術の普
及など様々な分野で協力関係を築いた。本研究では、環境問題への対処における米中協力に焦点
を当て、「国際制度の形成への影響」の分析を試みた。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、環境、エネルギー、とりわけ気候変動分野におけるアメリカと中国の二国間協力を
調査することで、「大国間関係」の発展が国際制度の構築に与える影響を明らかにすることを目
的とした。再生可能エネルギーを含むクリーン・エネルギー開発、環境保全、気候変動への取組
をめぐる諸制度の形成を取り上げ、米中協力がどのように寄与してきたのかを具体的検証事例
とした。本研究によって米中の戦略的協力の実態が明確になり、国際制度の形成において「大国」
が担う役割がこれまで以上に明らかになると期待できる。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、「大国間関係」の発展が全体の国際制度構築に及ぼす影響に関して、グローバル・
ガバナンス論、レジーム論に基づいた理論的枠組みを構築しようとした。次いで、エネルギー、
環境、気候変動問題での「大国」である米国と中国でのフィールドワークやヒアリング調査と国
連気候変動枠組条約（United Nations Framework Convention on Climate Change）の締約国会
議での交渉の傍聴などを通じて、理論的枠組みの妥当性を検証した。この理論構築と検証によっ
て、「大国間関係」の発展と全体の国際制度構築との間の相互影響を明らかにする。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究は、「大国間関係」の発展が全体の国際制度構築に及ぼす影響に関して、グローバル・
ガバナンス論 、レジーム論に基づいた理論的枠組みを構築しようとした。エネルギー、環境、
気候変動問題での「大国」とは、温室効果ガス排出量の多さから想定したものである（図①）。
米国と中国でのフィールドワーク及びヒアリング調査を実施し、国連気候変動枠組条約の締約
国会議での交渉を傍聴し、理論的枠組みの妥当性を検証した。 
 

図① 2019 年温室効果ガスの主要排出国 

 
出典：Global Carbon Project データより筆者作成 

 



本研究の成果として、平成 29 年（2017 年）3 月に『重複レジームと気候変動交渉：米中対
立から協調、そして「パリ協定」へ』（現代図書）を上梓した。その後、研究の精緻度を向上さ
せながらこれまでの成果を更に発展・展開させるために、調査活動を引き続き行うとともに、拙
著に対しての大学、研究機関、官公省庁、ビジネス・産業界、NGO、メディアなど様々なステー
クホルダーから頂いた意見、コメントないし感想等をプロジェクト実施期間内に詳細に検討し、
これを基に理論的視点を修正し、論文や記事・評論などを研究成果として投稿した。 
 
具体的には、2017 年 6 月、アメリカのドナルド・トランプ前大統領は就任早々パリ協定から
の離脱を宣言した。2019 年 11 月の国連への正式な通告を経て一年後の 2020 年 11 月に離脱が
完了したが、排出大国の一員であるアメリカの実質的な不在によって国家間交渉が事実上止ま
ってしまったことで、パリ協定の細則に関する交渉課題は山積している。 
 
近年の不安定な米中関係がグローバルな環境ガバナンスの進展を阻害するという当初想定し
ていなかった状況が起きており、米中貿易紛争が長引く中で米国が長期的に国際交渉に不在と
なれば、中国がこれまでと同じ意欲で協力的な立場を取るかどうかは非常に不透明である。実際
に、アメリカのトランプ前政権の立場に対応して中国は、国連や国際主義から一歩身を引き、公
にコミットメントしなくなるなど、負の連鎖効果が見られた。 
 
今日の温室効果ガスの排出状況が大きく変化しないのであれば、米中両国による積極的な対
処の重要性は依然変わらない。米国のオバマ政権と中国の胡錦涛、習近平政権が取った戦略的な
協力関係は、互いに自国益を最大化しつつも国内の論争と反発を乗り越え、国境を越えた課題に
取り組むことで国際協力を推し進める原動力となった。しかしトランプ政権の下では、従来のリ
アリズムに基づく国際関係が主流となり、気候変動に対処するための経済・生産活動への関心が
薄まった。 
 
一方で、欧州（EU）は 2020 年 6 月「ヨーロピアン・グリーン・ディール」を正式に発表した
が、これは 2019 年に宣言した「2050 年までに二酸化炭素（CO2）の実質ゼロ排出（カーボン・
ニュートラル）」を再確認し、経済復興に向けて取り組みながら気候変動に対応する意欲を見せ
るものであった。また、中国も 2020 年 9 月、「2030 年までに CO2 総排出量をピークアウトさ
せ、2060 年にカーボン・ニュートラルの実現に努める」という新たな約束を表明した。 
 
仮に EU と中国の全面的協力が実現しても、パリ協定の採択に至るまでに米中が発揮したリー
ダーシップと同等な影響力を欧中が及ぼすことができるかは不明である。中国が EU と協力して
排出量を削減しても、その努力が米国など他国の排出増によって相殺されては意味がなくなっ
てしまう。 
 
状況が再び変化し、大統領選挙期間中から気候変動対策への注力を公約に掲げていたジョー・
バイデン氏は、大統領就任初日にパリ協定への復帰を指示する大統領令に署名するなど、気候変
動対策をコロナへの対応と並列して政権の優先事項とする強いメッセージを発しており、気候
変動対策でアメリカの国際的リーダーシップを取り戻そうとしている。EU、中国に続き、その他
カーボン・ニュートラル目標を表明した国は、日本、韓国、米国を含め世界で 127 か国以上に
及んでいる。 
 
パリ協定採択に向けた過程を経て、中国の気候変動への対応は新たなステージに入ったよう
である。バイデン政権が率いる米国は、低炭素分野において中国との競争を強く意識している。
さらに、低炭素技術は今や各国が競って開発するようになっている。各国は排出削減の数値目標
を徐々に高めており、「トップへの競争（Race to the top）」というべき現象が EU、アメリカの
リードによって起きている。低炭素・脱炭素を取り巻く現状は、日本にとっては新たなビジネス
チャンスでもあるが、同時に産業・外交にとって大きな挑戦になりそうである。 
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